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この度は、第53回フジサンケイグループ広告大賞におきまして栄えある賞をいただき、

誠にありがとうございます。関係者の皆さまに厚く御礼申し上げます。

私たち大塚製薬は、人間の心と身体、それを取り巻く健康課題と真摯に向き合い、人々

の健康と社会に貢献し続ける事を目指し、日々励んでおります。

この度、賞をいただいたポカリスエットは、人間の身体にとことん向き合い開発された

製品であり、水分という生命維持に欠かすことができないものを起源としております。

「水より人の身体に近い水」というその製品機能は発売以来変わりませんが、一方で

広告分野においては、時代性と掛け合わせたコミュニケーションを行ってまいりました。

2020年以降、著しい外部環境の変化により、多くの人が自身の健康や生き方に

ついて改めて考えざるを得ない状況となりました。それらを経て、2023年の春から

スタートを切るブランドコミュニケーションはどうあるべきか考えた時、今一度、人間が

自分たちの生命力を信じて、一歩を踏み出してみようと思う気持ちに寄り添いたい、と

いう結論に至りました。

「生きている味がする。」というコピーは、人間の傍らで、その生命力を引き出せる

存在としてポカリスエットが在りたい、という思いを込めております。

CM制作フェスに参加してくださった学生の皆さまや、ご自身が思う“ポカリな青春”

に声を寄せてくださった方々など、一緒に広告を作ってくださった皆さまの「生命力」と

その輝きが、様々なメディアを通し多くの生活者の方々に伝わり、このような名誉な

賞をいただくことができました。心より御礼申し上げます。

末筆ではございますが、フジサンケイグループ広告大賞の益々の発展を祈念いたし

ます。

大塚製薬株式会社
代表取締役社長

井上　眞

大塚製薬株式会社　ポカリスエット　「青が舞う」篇
グランプリ



TV

	 M	：	♪～「青が舞う」

	 		夢が僕らを

	 		追いかけるように

	 		時が僕らを

	 		追いかけるように

	 		走れ走れ

	 		走り続けよう

	 		はじまりの歌が聴こえてくる

	 		雨が降っても

	 		空に歌おう

	 		明日は眩しい晴れ模様

	 		光の中へ

	 		夢が僕らを

	 		追いかけるように

	 		時が僕らを

	 		追いかけるように

	 		走れ走れ

	 		走り続けよう

	 		はじまりの声が響いている

	 		夢が僕らを

	 		追いかけるように

	 		時が僕らを

	 		追いかけるように

	 ロゴ	：	ION SUPPLY DRINK POCARI SWEAT

	 		走れ走れ

	 T	：	生きている味がする。

フジテレビ・関西テレビ　60秒×2、30秒×2、15秒×4

「青が舞う」篇

「青が舞う」夏篇

メディアミックス部門グランプリ
大塚製薬株式会社　ポカリスエット　「青が舞う」篇
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新聞

日本経済新聞　7月14日　15段×5（北海道版・東京本社版・名古屋支社版・大阪支社版・西部支社版）
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雑誌

nicola　１頁
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YouTube・ABEMA・TikTok・Instagram・X

デジタルメディア
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毎日いろんなことが起こります。大変なことも楽しいことも。つらかったことをずっと覚えていて
も疲れ果ててしまうので、人はどんどん忘れていくように出来ているのかもしれません。それはとて
も前向きな能力だとも思うのだけど、大人の世界に巻き込まれた青春期の人たちにはやりきれない気
持ちがあっただろうなとも思います。コロナが猛威を振るい始めた2020年春、ポカリスエットは若者
と共にリモート撮影によるCMを作りました。そして2023年、コロナ後の新たな時代のファンファー
レを共に鳴らそうと今回の一連の広告は作られました。制作においてはブランドとして強く何かを主
張するのではなく、まずは声を聞く。その上で前向きな明るいメッセージを一緒になって発信できた
らいいなと思っていました。忘れないでいる、そんなこともまた大切なのだと思います。

制作者のことば

株式会社なかよしデザイン
クリエイティブ・ディレクター
＆アートディレクター
＆プランナー

正親　篤

使用媒体 ● フジテレビ・関西テレビ　「青が舞う」夏篇
企画制作＝株式会社電通・株式会社古川裕也事務所・株式会社なかよしデザイン・（つづく）・SPOON／エグゼクティブ・クリエイティブ・ディレクター＝古川裕也（株
式会社古川裕也事務所）／クリエイティブ・ディレクター＆コピーライター＝磯島拓矢（株式会社電通）／クリエイティブ・ディレクター＆アートディレクター＆プラン
ナー＝正親篤（株式会社なかよしデザイン）／プランナー＝保持壮太郎（（つづく））／コピーライター＝藤曲旦子（株式会社ドリル）／クリエイティブ・プロデューサー＝
豊岡将和・堀内里菜・尾形萌衣（株式会社電通クリエーティブフォース）／PRプランナー＝下山亮一・古賀哲夫・鶴岡大和・金山泰我（株式会社電通PRコンサル
ティング）／デジタル・プランナー＝伊藤大悟・高橋稜太・井口萌香・佐藤孝平（株式会社D2CR）／ビジネスプロデューサー＝村上大介・福地秀基・小杉和香・
清水徹也（株式会社電通）／プロデューサー＝佐野大・小林祐介（SPOON）／プロダクションマネージャー＝佐藤秋香・山下真太郎・服部亜海（SPOON）／演出＝
田中嗣久／助監督＝千代谷健史／助監督応援＝北村隆浩・八木孝彰・江田剛士・飯田聡一郎／撮影＝瀧本幹也／照明＝藤井稔恭／特機＝月村恒宣／ステディ＝
岩田拓磨／ドローン＝磯匡敏／マイクロドローン＝岡聖章／DIT＝木村圭／美術＝鍵山清志／操演＝島尻忠次／シズル＝秋山友世／ロケーションコーディネーター＝
高橋亨／スタイリスト＝Remi Takenouchi／ヘアメイク＝古久保英人／振付＝志村知晴／歌唱指導＝安倉さやか／キャスティング＝増田恵子・パスカル ジャン

（ギャンビット）／オフラインエディター＝今村徳孝／オンラインエディター＝水野正毅（khaki.inc）／オンライン応援＝金園智子（IMAGICA Lab.）／カラリスト＝高橋
直孝（Lespace Vision）／CGプロデューサー＝内藤順一（Omnibus Japan）／CGディレクター＝河村有恒（Omnibus Japan）／ミキサー＝清水天務仁／音楽制作会社＝
株式会社愛印／音楽制作プロデューサー＝山田勝也（株式会社愛印）／使用楽曲＝曲名：青が舞う・作曲、作詞：飛内将大

使用媒体 ● フジテレビ・関西テレビ　「青が舞う」篇
企画制作＝株式会社電通・株式会社古川裕也事務所・株式会社なかよしデザイン・（つづく）・SPOON／エグゼクティブ・クリエイティブ・ディレクター＝古川裕也（株
式会社古川裕也事務所）／クリエイティブ・ディレクター＆コピーライター＝磯島拓矢（株式会社電通）／クリエイティブ・ディレクター＆アートディレクター＆プラン
ナー＝正親篤（株式会社なかよしデザイン）／プランナー＝保持壮太郎（（つづく））／コピーライター＝藤曲旦子（株式会社ドリル）／クリエイティブ・プロデューサー＝
豊岡将和（株式会社電通クリエーティブフォース）／PRプランナー＝森野亮・鶴岡大和・横川愛未（株式会社電通PRコンサルティング）／デジタル・プランナー＝伊
藤大悟・高橋稜太・井口萌香・佐藤孝平（株式会社D2CR）／ビジネスプロデューサー＝村上大介・福地秀基・小杉和香・清水徹也（株式会社電通）／エグゼクティブ・
プロデューサー＝大桑仁（SPOON）／プロデューサー＝佐野大・小林祐介（SPOON）／プロダクションマネージャー＝増田幹・服部亜海・佐藤秋香・掛井南美

（SPOON）／海外プロデューサー＝Jeremy Brown（Red sneakers）／海外プロダクションマネージャー＝李桃／演出＝田中嗣久／助監督＝千代谷健史（国内）・
KENJI ARAKI（海外）／撮影＝瀧本幹也／照明＝藤井稔恭／特機＝月村恒宣／ドローン＝請川博一・田中道人／DIT＝木村圭／美術＝鍵山清志／操演＝島尻忠次／
アクションコーディネーター＝横山誠／シズル＝秋山友世／ロケーションコーディネーター＝高橋亨／スタイリスト＝Remi Takenouchi／ヘアメイク＝古久保英人／
振付＝志村知晴／キャスティング＝増田恵子・パスカル ジャン（ギャンビット）・元川益暢・福田エミ・秋山和彦（ラパロ）・永原恵太（イー・スピリット）／タレント＝
池端杏慈・椿／オフラインエディター＝今村徳孝／オンラインエディター＝水野正毅（khaki.inc）／オンライン応援＝金園智子（IMAGICA Lab.）／カラリスト＝高橋
直孝（Lespace Vision）／CGプロデューサー＝内藤順一（Omnibus Japan）／CGディレクター＝河村有恒（Omnibus Japan）／ミキサー＝清水天務仁／音楽制作会社＝
株式会社愛印／音楽制作プロデューサー＝山田勝也（株式会社愛印）／使用楽曲＝曲名：青が舞う・作曲、作詞：飛内将大

使用媒体 ● YouTube・ABEMA・TikTok・Instagram・X　POCARI SWEAT 2023 Documentary 『生きている味がする。』
企画制作＝株式会社電通・株式会社古川裕也事務所・株式会社なかよしデザイン・（つづく）・SPOON／エグゼクティブ・クリエイティブ・ディレクター＝古川裕也（株
式会社古川裕也事務所）／クリエイティブ・ディレクター＆コピーライター＝磯島拓矢（株式会社電通）／クリエイティブ・ディレクター＆アートディレクター＆プラン
ナー＝正親篤（株式会社なかよしデザイン）／プランナー＝保持壮太郎（（つづく））／コピーライター＝藤曲旦子（株式会社ドリル）／クリエイティブ・プロデューサー＝
豊岡将和・堀内里菜・尾形萌衣（株式会社電通クリエーティブフォース）／演出＝岩下力／撮影＝山田尚弥（360inc.）／撮影応援＝山田英司・篠原裕弥・佐々木勇人・
松崎大／オフラインエディター＝岩下力・平賀彩／オンラインエディター＝宮本武瑠（マックレイ）／カラリスト＝田中基（Lespace Vision）／ミキサー＝髙橋健（High 
Bridge Sound）／音楽＝haruka nakamura／プロダクションマネージャー＝谷口晴花・弓削杏佳（SPOON）

使用媒体 ● nicola　「生きている味がする。」
企画制作＝株式会社電通・株式会社古川裕也事務所・株式会社なかよしデザイン・SPOON／エグゼクティブ・クリエイティブ・ディレクター＝古川裕也（株式会社
古川裕也事務所）／クリエイティブ・ディレクター＆コピーライター＝磯島拓矢（株式会社電通）／クリエイティブ・ディレクター＆アートディレクター＆プランナー＝
正親篤（株式会社なかよしデザイン）／コピーライター＝藤曲旦子（株式会社ドリル）／クリエイティブ・プロデューサー＝豊岡将和（株式会社電通クリエーティブ
フォース）／エグゼクティブ・プロデューサー＝大桑仁（SPOON）／グラフィックコーディネート＝池田了（P.I.C.S.）／グラフィックカメラマン＝瀧本幹也／グラ
フィックレタッチ＝栗山和弥（クリーチャー）／グラフィックデザイン＝小鯛太郎（株式会社ジェ・シー・スパーク）

使用媒体 ●日本経済新聞　「生きている味がする。」  
企画制作＝株式会社電通・株式会社古川裕也事務所・株式会社なかよしデザイン・（つづく）・SPOON／エグゼクティブ・クリエイティブ・ディレクター＝古川裕也（株
式会社古川裕也事務所）／クリエイティブ・ディレクター＆コピーライター＝磯島拓矢（株式会社電通）／クリエイティブ・ディレクター＆アートディレクター＆プラン
ナー＝正親篤（株式会社なかよしデザイン）／プランナー＝保持壮太郎（（つづく））／コピーライター＝藤曲旦子（株式会社ドリル）／クリエイティブ・プロデューサー＝
豊岡将和・堀内里菜・尾形萌衣（株式会社電通クリエーティブフォース）／カメラマン＝若木信吾（ヤングトゥリー）／PRカメラマン＝吉村美咲・中島愛梨／PRカメ
ラマンサポート＝溝口裕也／レタッチャー＝津金卓也（newgold）／プロデューサー＝池田了（P.I.C.S.）／アシスタントプロデューサー＝永井聖香（P.I.C.S.）
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